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＜病棟連絡事項＞
・院内のフェーズが2→3へ変更となっています。引き続き、感染対策実施していきましょう。

・夜間チーフ実施する方へ

　外来受診、入院対応実施する際、症状の確認と必要時コロナ、インフルエンザ抗原検査実施していくようにして下さい。

・お菓子のスタッフ管理が増えてきている為、自己管理を検討していきましょう。
また自己管理の患者様は時間外にお菓子を摂取しないよう介入していきましょう。
患者様ミーティングにて周知していく予定です。
・疾病教育対象者一覧を更新しています。担当より実施お願いします。
＜患者様連絡事項＞
・沢田　秋子様～臨時薬ドキサゾシン錠1T　1×夕食後　7日分処方。（高血圧治療薬）
・中居　敬悦様～ボラザG軟膏継続処方となっています。
・中山　真由美様～ツムラ小青竜湯継続処方となっています。
・山本　久美子様～ロナセンテープ継続処方となっています。
　　　　　　　　　膝痛訴えあり、フェブリナクスティック1本処方となっています。

・福島　司子様～臨時薬継続処方となっています。
・小笠原　大雄様～本日で院内歯科終了となっています。
・山下　佳奈様～母様より架電あり。12/22かねた耳鼻科医院へ代理受診、入院証明書依頼あり、明日取りに来院するとの事です。医事へ依頼済み。
・江渡　保子様～12月23日面会予定でるため、以前悠湯の里のパンフレットお渡ししているため、その後の進捗状況確認するとの事。PSW早狩が対応するため連絡お願いします。
＜要注目患者様ケース検討＞
・高杉　洋子様～食事摂取量は少ないですが嘔吐や嘔気無く経過しており受け答えも良好です。引き続き食事や水分摂取促していくとともに、消化器症状の観察、体位交換や皮膚状態の観察を行っていきましょう。
・廣瀬　智幸様～昨日、東病棟より転入となっています。飲酒に関連した発言
　　　　　　　　はなく、プログラム取り組めています。夜間は、環境変化から
　　　　　　　　熟眠感がなかった事を話されている。引き続き、アルコール依
　　　　　　　　存症治療プログラムが取り組めるよう介入していきましょう。

＜村上Dr.患者様診察情報＞

・森　政博様～飲酒に関連した言動なく病棟日課や作業に取り組めている事を情報提供する。年明けに外泊訓練を行うと伝えられると「訓練しないとダメなんですか？」と確認あり。主治医から外泊訓練の必要性を伝えられ了解している。
・藤井　理代様～妄想言動活発にあり、詰所カウンターに乗り上がることもあったと情報提供する。診察時も「理事長の娘です、千葉さおり！」と妄想あり。臨時薬レキサルティ2mg→3mgに増量となる。

父様から治療について面談希望あるも、まずは看護師より妄想言動あり現在薬剤調整中であることを伝えるよう指示がある。伝えても面談を希望する場合は電話での対応をするとのこと。
＜金Dr.患者様診察情報＞

・西　和世様～不調の訴えはないが、棟内が寒いことが耐えられないと話されている。口調や表情は穏やか。処方変更なし。
・高杉　洋子様～診察時食事摂取については「食べたくないわけじゃないんだけど」「頑張って食べています」と話されている。処方変更はない。明日採血（セット3、腫瘍マーカー）指示あり。IFオーダ便秘時センノシド→ピコスルファートNaへ変更、1本処方となる。
・川原　サエ子様～体調について「風邪も良くなりました」と返答されている。妄想言動もなく穏やかに受け答え出来ている。処方変更なし。引き続き退院支援進めるよう指示あり。
・沼山　真紀子様～立位のまま診察を受けている。眼鏡を持ってきてもらったことや作業療法で英単語を書き写していることをノートを見ながら話されている。電話制限の緩和を希望している。英単語を覚えてテストをするため80点取れたら、と主治医より伝えられている。処方変更なし。
・大釜　美香子様～夜間の睡眠、徘徊について主治医より尋ねられるも「寝ています」「大丈夫です」と返答している。また「（病院から）救って下さい、お願いします」と書いており、病識のない発言がある。処方変更なし。
・飯岡　未来様～叔父様との面会について尋ねられるも「お母さんの検体をしたいんですけど、毎年東海大学から手紙が来て…」「（病棟スタッフが）お母さんがぴんぴんしているって言うんです」等と話されている。また「28日に退院したいです、ユニセフに助けを求められているんです」「先生はいつまで居たらいいと思いますか」等と話されている。処方変更はない。
・澤田　真理様～主治医へメモを渡している。やまばと寮への電話を控えた事を本人より話されている。主治医からはもう1週間控えたり待つことを伝えられている。処方変更はない。
・鳴瀬　裕之様～不調の訴えはなく主治医の問い掛けにも簡潔に返答している。処方変更はない。
・中村　聡様～体調については「まあまあです」と話されている。処方変更はない。主治医より転院のために紹介状作成していくとのお話しあり。
・中里　慶子様～不調の訴えはなく、青山荘に対する印象は「よくないわけではないです」と話されている。世の中の情報を得る為にテレビを共用でみる事に抵抗があると話す一方で、棟内で新聞は「たまに…」しか読まないと話されている。処方変更なし。1/2外出の希望あり、主治医からは口頭では許可となっている。
＜作業療法進捗状況＞

・12/25（月）午前に体育館でクリスマスの催し物をします。当日病棟スタッフからも患者の集合や見守りも協力をお願いします。
